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昨
年
四
月
、
身
延
山
学
園
理
事
長
に
加
え
、
学
長

を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
身
延

山
大
学
、
そ
し
て
仏
像
制
作
修
復
室
に
対
し
ま
し
て
、

物
心
両
面
の
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

身
延
山
大
学
仏
像
制
作
修
復
室
は
、
国
内
で
は
類

を
見
な
い
文
化
財
修
復
施
設
と
し
て
、
柳
本
伊
左
雄

特
任
教
授
の
指
導
の
下
、
学
生
や
研
究
員
が
日
夜
そ

の
技
術
を
磨
き
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
実
績
を
築
き
上

げ
て
き
ま
し
た
。

　

殊
に
、
平
成
十
三
年
よ
り
始
ま
っ
た
ラ
オ
ス
に
お

け
る
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
ラ
オ

ス
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
、
Ｂ
Ａ
Ｃ
佛
教
救
援
セ
ン

タ
ー
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
国
際
協
力
基
金
、
仏
教
伝

道
協
会
等
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、
二
十

年
間
に
亘
っ
て
現
地
の
仏
像
修
復
を
続
け
て
参
り
ま

し
た
。

　

本
年
二
月
十
九
日
に
は
、
学
長
と
し
て
ラ
オ
ス
へ

渡
航
し
、
身
延
山
久
遠
寺
参
拝
団
の
皆
様
と
共
に
ル

ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
ヴ
ィ
ス
ン
ナ
ラ
ー
ト
寺
院
に
お
い

て
、
二
十
周
年
記
法
要
を
奉
行
す
る
と
と
も
に
、
国

立
王
宮
博
物
館
内
に
あ
る
修
復
室
へ
も
訪
問
し
、
現

地
の
方
々
と
共
に
精
力
的
に
修
復
作
業
を
す
る
様
子

も
拝
見
致
し
ま
し
た
。

　

柳
本
特
任
教
授
に
よ
れ
ば
、
ラ
オ
ス
で
は
仏
像
を

修
復
す
る
と
い
う
概
念
が
殆
ど
な
く
、
そ
の
技
術
も

ご 
挨 

拶

身
延
山
大
学
長

　
　

持　

田　

日　

勇
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あ
り
ま
せ
ん
。
政
治
的
な
要
因
に
よ
っ
て
破
損
し
た

多
く
の
仏
像
が
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
安
置
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
修
復
に
は
多
く
の
時
間
と
人
員
、
技
術
、

そ
し
て
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、

ラ
オ
ス
の
文
化
を
理
解
し
、
現
地
の
人
々
と
共
に
事

業
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
苦

労
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
長
年
に
亘
る
修
復
事
業
に
よ
り
、

現
地
修
復
ス
タ
ッ
フ
の
技
術
も
向
上
し
、
ラ
オ
ス
政

府
及
び
日
本
国
外
務
省
に
も
そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

日
本
と
ラ
オ
ス
の
友
好
関
係
に
貢
献
す
る
事
業
と
な
っ

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内

外
に
誇
れ
る
身
延
山
大
学
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
、
誠
に
有
り
難
い
事
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
仏
像
制
作
修
復
室
へ
の
ご

支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

仏像修復事業20周年記念法要　ヴィスンナラート寺院にて
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本
年
一
月
二
十
七
日
～
三
月
十
六
日
、
第
二
十
二

回
ラ
オ
ス
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
月
十
九
日
に
は
、
事
業
開
始
二
十
周
年

の
節
目
に
あ
た
り
、
身
延
山
久
遠
寺
総
務
で
あ
り
、

本
学
理
事
長
兼
学
長
で
も
あ
る
持
田
日
勇
（
貫
宣
）

猊
下
を
現
地
ワ
ッ
ト・

ビ
ス
ン
ナ
ラ
ー
ト
寺
院
に
お

迎
え
し
、
北
山
本
門
寺
貫
首
で
あ
り
本
事
業
を
ご
支

援
い
た
だ
い
て
い
る
ラ
オ
ス
仏
像
修
復
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
会
長
で
も
あ
る
旭
日
重
猊
下
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
現
地
ラ
オ
ス
仏
教
連
盟
と
合
同
で
、
盛
大
に

二
十
周
年
記
念
法
要
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

三
百
人
を
超
え
る
敬
虔
な
仏
教
徒
が
境
内
に
溢
れ
、

散
華
が
舞
い
声
明
が
流
れ
る
さ
ま
は
、
法
華
経
の
響

き
が
大
河
メ
コ
ン
の
流
れ
に
乗
り
、
ラ
オ
ス
全
土
に

拡
が
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　

修
復
事
業
に
於
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
四
体
の
仏

像
修
復
と
一
体
の
仏
像
の
継
続
修
復
、
チ
ョ
ム
ケ
ー

（
仏
像
頭
頂
部
）
五
点
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
調
査
研
究
分
野
で
は
、
仏
像
様
式
の
研
究

者
と
し
て
高
田
智
仁
先
生
（
タ
イ・

サ
イ
ア
ム
大
学

教
授
）、
素
材
研
究
に
大
藪
泰
先
生
（
京
都
市
産
業
技

術
研
究
所
フ
ェ
ロ
ー
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
よ
り

専
門
的
な
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

仏
像
設
置
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年
通
り
世

界
遺
産
地
区
内
の
各
寺
院
を
訪
問
し
、
移
動・

盗
難

第
二
十
二
回 

ラ
オ
ス
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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に
つ
い
て
の
調
査
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
現
地
学
生
を

対
象
と
し
た
講
義
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
昨

年
に
引
き
続
き
開
催
し

ま
し
た
。
大
藪
泰
先
生

お
よ
び
ジ
ル・

エ
マ・

ス

ト
ロ
ー
ス
マ
ン
先
生
（
本

学
特
任
講
師
）
に
よ
る

研
究
結
果
の
発
表
を
兼

ね
た
講
義
を
、
先
年
度

に
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根

技
術
協
力
事
業
」
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
施
設
で

行
い
、
現
地
の
学
生
が

日
本
の
技
術
を
学
ぶ
貴

重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

法要風景

講義風景
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ワット・ビスナラート　No.26

修復後

作業風景

修復前

修復内容
・腕部、チョムケー、台座の新規作成

・亀裂及び表面破損部のカモク補填整形

・金箔、古色彩色

仏
像
修
復
例
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ワット・ビスナラート　No.50

修復後

作業風景

修復前

修復内容
・腕部、チョムケー、足部、台座、

　破損部分の作成

・頭部及び胴体表面破損部のカモク整形

・古色彩色
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ワット・アーパイ大仏

一年目

二年目

三年目

修復内容
一年目
欠損部に埋められていた剥離セメント

の除去とパラロイド液含浸作業

二年目
欠損部に古代漆喰（パタイフン）の補

填と整形、漆塗及び一部漆箔

三年目
漆喰部に漆下地と漆箔、古色彩色

漆箔風景

― 8 ―



　

本
事
業
で
は
今
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
３
Ｄ
ス
キ
ャ

ナ
ー
を
用
い
て
記
録
を
進
め
て
き
た
ラ
オ
ス
仏
像
の

三
次
元
測
定
デ
ー
タ
に
よ
る
、
３
Ｄ
レ
プ
リ
カ
の
作

成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
デ
ー
タ
を
出
力
す
る
こ
と
で

レ
プ
リ
カ
を
作
成
し
、
下
地
処
理
を
行
っ
た
上
で
実

際
の
仏
像
修
復・

制
作
の
技
術
も
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
彩
色
を
行
い
、
実
物
の
質
感
や
破
損
状
況
を
忠
実

に
再
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
再
現
さ
れ
た
３
Ｄ
レ
プ
リ
カ
は
、
実
際

に
手
に
取
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
写
真
で
は
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
質
感

や
形
状
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
３
Ｄ
レ
プ
リ
カ
を
複
数
作
成
し
て
、

修
復
事
業
に
役
立
て
て
い
く
と
同
時
に
、
将
来
的
に

は
３
Ｄ
レ
プ
リ
カ
に
よ
る
展
覧
会
の
開
催
も
視
野
に

入
れ
、作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

《
ラ
オ
ス
仏
像
修
復
事
業
》
３
Ｄ
レ
プ
リ
カ
制
作

3Dプリント品着色前着色後
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工
房
で
は
現
在
、
法
華
宗
真
門
流
総
本
山
本
隆

寺
所
蔵
の
仏
像
一
式
の
修
復
事
業
を
手
掛
け
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
不
動
明
王
像
お
よ
び
愛
染
明
王
像

の
修
復
が
完
了
し
、
昨
年
九
月
同
寺
に
お
納
め
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
仏
像
は
、
彩
色
の
剥
離
や
膠
の
劣
化

に
よ
り
損
傷
が
激
し
く
、
洗
浄
、
解
体
作
業
か
ら

の
修
復
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
立
後
割
れ
止
め
、
下
地
胡
粉
、
研
ぎ
出
し
、

漆
箔
を
施
し
、
截
金
、
盛
上
彩
色
技
術
を
用
い
た

極
彩
色
を
全
身
に
施
し
て
お
り
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ

写
真
） 工

房
修
復
事
業  

法
華
宗
真
門
流
総
本
山
本
隆
寺（
京
都
）

修復後 修復前
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修復後 修復前

組立時
愛染明王脚部修復前後

盛上彩色

截金彩色 漆箔時
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山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
加
賀
美
の
瓦
づ
く
り
は
、

約
三
百
年
も
の
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
若
草
瓦

会
館
は
同
市
商
工
会
と
若
草
ま
ち
お
こ
し
協
同
組
合

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
施
設
で
、
設
立
当
初
か

ら
本
学
と
深
い
結
び
つ
き
が
あ
り
ま
す
。

　

現
館
長
で
あ
る
永
利
郁
乃
さ
ん
は
、
本
学
在
学
中

か
ら
当
工
房
で
仏
像
修
復
に
携
わ
り
、
卒
業
後
の
現

在
も
若
草
瓦
会
館
と
当
工
房
で
の
仕
事
を
兼
任
し
て

お
り
ま
す
。

　

若
草
瓦
会
館
は
瓦
に
関
す
る
歴
史
を
学
べ
る
博
物

館
施
設
や
鬼
瓦
製
作
体
験
、
鬼
瓦
の
製
作
修
復
を
主

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
二
月
十
日
、

十
一
日
の
両
日
に
開
か
れ
、
甲
府
盆
地
に
春
を
呼
ぶ

祭
り
と
し
て
、「
十
日
市
で
売
っ
て
い
な
い
も
の
は
猫

の
た
ま
ご
と
馬
の
角
」
と
言
い
習
わ
さ
れ
て
き
た
南

ア
ル
プ
ス
市
十
日
市
祭
典
で
は
、
名
物
の
「
甲
州
十

日
市
だ
る
ま
」
の
製
作
か
ら
販
売
企
画
ま
で
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
祭
典
で
は
、
約
二
百
体
の
「
甲
州
十
日
市

だ
る
ま
」
や
、
新
た
な
縁
起
物
と
し
て
企
画
製
作
し

た
、
安
産
や
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
「
犬
張
子
」、
商

売
繁
盛
に
つ
な
が
る
「
招
き
猫
」
が
、
い
ず
れ
も
大

好
評
の
う
ち
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
今
後
の
事
業
と
し
て
、
日
蓮
宗
本
山
孝
勝
寺

（
宮
城
県
仙
台
市
）
の
釈
迦
堂
再
建
に
関
わ
る
瓦
や
宝

珠
の
製
作
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

若
草
瓦
会
館
に
つ
い
て

�

若
草
瓦
会
館（
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
）

甲州十日市だるま

犬張子

招き猫
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工
房
で
は
、
現
在
仏
像
彫
刻
を
始
め
て
み
た
い
一

般
の
方
を
対
象
と
し
た
彫
刻
テ
キ
ス
ト
の
制
作
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
彫
刻
テ
キ
ス
ト
は
動
画
教
材
を
中
心
と
し
て
、

型
紙
デ
ー
タ
や
３
Ｄ
原
型
デ
ー
タ
等
で
構
成
さ
れ
、

い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
よ
う
な
形
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

動
画
教
材
に
つ
い
て
は
、
工
房
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
公
開
を
予
定
し
て
お
り
、
仏
像
彫

刻
を
始
め
る
た
め
に
必
要
と
な
る
彫
刻
刀
の
研
ぎ
方

や
、
道
具・

材
料・

そ
の
他
に
つ
い
て
の
動
画
教
材

の
制
作
も
行
う
予
定
で
す
。

　

現
在
は
大
黒
天
像
の
動
画
教
材
を
工
房
Ｙｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
試
験
的
に
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
蓮
弁
や
木
喰
仏
、
よ
り
難
易
度
の
高
い
聖

観
音
像
や
如
来
像
の
彫
刻
テ
キ
ス
ト
を
制
作
す
る
こ

と
も
視
野
に
、
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

菩薩像頭部粘土 木喰仏粘土原型

仏
像
彫
刻
テ
キ
ス
ト
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令
和
元
年
度
は
身
延
山
久
遠
寺
総
務
持
田
日
勇
猊

下
を
お
迎
え
し
て
ラ
オ
ス
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
十
周
年
記
念
法
要
を
現
地
寺
院
に
て
盛
大
に
挙
行

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
二
十
年
間
に
亘
り
様
々

な
形
で
本
事
業
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様

方
に
は
、
幾
ら
感
謝
し
て
も
足
り
な
い
思
い
で
一
杯

で
す
。

　

今
般
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
で
本
事
業
の
実
施
に

も
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
施
さ
れ
た
本
年
二
月

時
点
で
は
ラ
オ
ス
国
内
で
も
規
制
が
行
わ
れ
る
直
前

で
あ
り
、
幸
い
に
も
渡
航
に
際
し
ま
し
て
何
事
も
な

く
全
員
無
事
に
予
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
消
化
し
て

帰
国
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

た
だ
、
今
後
に
関
し
ま
し
て
は
、
現
時
点
で
世
界

中
が
混
沌
と
し
て
い
る
状
況
下
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
云
々
を
考
え
ら
れ
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
二
十
年
間
の
重
み
と
ラ

オ
ス
で
の
現
状
を
考
え
れ
ば
、
本
事
業
継
続
の
強
い

意
志
を
持
ち
続
け
る
こ
と
こ
そ
肝
要
で
、
こ
れ
が
無

け
れ
ば
二
度
と
再
開
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、日
本
国
内
あ
る
い
は

ラ
オ
ス
現
地
に
於
い
て
、
引
き
続
き
本
事
業
継
続
に

向
け
た
何
ら
か
の
活
動
を
模
索
し
て
行
く
所
存
で
す
。

　

工
房
で
は
日
蓮
宗
宗
務
院
よ
り
の
依
頼
を
受
け
た
、

日
蓮
聖
人
鎌
倉
説
法
像
制
作
を
は
じ
め
、
今
後
も
歴

史
的
と
言
え
る
大
型
事
業
の
数
々
を
手
掛
け
て
い
く

予
定
で
す
。

　

そ
の
他
工
房
の
活
動
は
、
仏
像
制
作・

修
復
、
一

般
の
方
々
へ
の
工
房
開
放
等
、
多
く
の
ご
理
解
と
ご

助
力
の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
順
調
に
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
早
期
収
束
を
願
い
、
次
号
で
も
明
る

い
ご
報
告
が
で
き
ま
す
よ
う
、
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記
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身延山大学HP	 http://www.min.ac.jp/
工房 Facebook	 https://www.facebook.com/632010423548773
若草瓦会館	 http://www.minamialps-shokokai.jp/kawara/

工房YouTube チャンネル
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支援団体　一覧　様々な形でご支援いただいております
（順不同 ・敬称略）
・日蓮宗総本山身延山久遠寺　　・法華宗真門流総本山本隆寺
・日蓮宗宗務院　　　　　　　　・日蓮宗諸寺院
・公益財団法人　仏教伝道協会　・一般財団法人　太田慈光会
・ラオス仏像修復サポーターズクラブ
・独立行政法人国際協力機構　JICA草の根技術協力事業
・独立行政法人国際交流基金　アジアセンター
・地方独立行政法人　京都市産業技術研究所
・帝京大学　文化財研究所
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